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特 別 講 演
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イ ン ド の 農 業 事 情

清 水 正 治 （名 占屋大学農学部 ）

　 以下 は 昭 和 48 年 10 月 1 日 か ら約 1 ケ 月， イ ネ お よび茶樹 の 生 態 分化 に 関する 学術調査 の 一

環 として イ ン ドに お もむ い た 際 の ， 農 業全般 に っ い て の 印象記 の よ うな もの で あ る 。

　調査 の 範囲 は カ ル カ ッ タ を中心 と し て ， 北は ダ ージ リ ン お よ び ア ッ サ ム 洲
一帯 ， カ ル カ ッ タ近 郊

の チ ン ス ラー
， 南は マ ドラ ス お よ び マ イ ソ

ー
ル 洲一帯で あ っ た 。

　　　　　イ ン ドの 気 候
　　　 8）
　第 1図 か ら イ ン ド亜大陸 の ア ジ ァ にお け る気候的な位 置 づ け を大づ か み に 把 握 し て ほ し い と思

う。 そ の 特徴 を
一

こ と で 云 う と ， 東 南湿 潤 ア ジ ア と乾燥 西 ア ジ ア の 中 間 に 位 置 し ， 湿 潤 と乾 燥 の

二 っ の 顔 を もっ と同時に，そ の 中 央が広 範 に熱 帯サ バ ン ナ 気候 を示 す 点で あ る 。

　穀作 の 面か ら云 う と ，
ム ギ を 主 体 と す る ヨ ー

ロ ッ
パ 式農業 と イ ネ を主体 と す る ア ジ ァ 式農業 の

両面 と，そ の 中聞に 雑穀 を主体 とす るサ バ ン ナ農耕 を包 括し て お り，極 め て 多様 な農 業地 帯 を形

成 し て い る と い う こ と で あ る 。

　　　　　　　　　　　第 1 図　 イン ド周辺 の 年降水量 （イ ン ド気象台原図 ）

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 8）　 　 　　 8）

K6ppen 　に よ る気候 区分図 と各気候 区の 気候要素 を第 2 図お よび第 1 表に 示 し て お く。

気候区分の 各記号の 意 味は 次の 様で ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日作東海支部研 究梗橿 69 （1974 ）
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A ： 熱帯気候で 最寒月の 平均気温 18 ℃ 以上

　AW ： 熱帯 サ バ ン ナ 気候 （夏 に 雨期 ）

　Amw ： 熱 帯降雨 林 と モ ン ス ー ン 型 気候 の 複合

　As ： 熱帯 サ バ ン ナ 気候の 変種 と もい うべ きも

　　　　の で 夏 と冬 ic雨期が あ る 。

B ： 乾燥 気候 （年 降水量 が樹 木生 育限界以下で ，

　　気温 に よ っ て 異 る ）

　BShw ：熱 帯半乾燥 ま た は ス テ ッ プ気候

　 BWhw ： 熱帯乾燥 また は砂漠気候

C ： 温 帯気候で 最 寒月 の 平均気温
一 3 ℃

〜 18 ℃

CWg ： 湿 潤亜熱帯気候で ， 別 名 ガ ン ジ ス 型 気

　　　　　候

第 2 図 　ケ ッ ペ ン の 分類によ る気候区分

　　　　　　　　　　 （イ ン ド気象台原図）

　 こ の ほ か北部に ヒ マ ラ ヤ 山岳気候が 区別 され て い る 。

　すな わ ち ， 中南部 に A 気候区な かん つ く熱帯 サ バ ン ナ気候が ひ ろが り， モ ン ス ー
ン の 影響 を う

け る Amw ， As が 南部の 東西両沿岸地域 を か こ ん で い る 。 北西部の 西 ア ジ ア に 接す る地帯 に は

広範 な ス テ ッ プ気候お よ び 砂漠 気候 帯 が あ り，北 東部は 対称 的な 湿潤 亜熱帯気 候， 別 名ガ ン ジ ス

型 気候帯が 占め て い る の で あ る 。

　な お ， 北部 ヒ マ ラ ヤ 山岳気候 を もっ ヒ マ ラ ヤ 南傾 面 や ， 平均気温は 温 帯的で あ る が 較差 が 非常

に 大 きい ガ ン ジ ス 形気候の影響下 に あ る ア ッ サ ム お よびそ の 周辺 地域 は ， 品種 の 生態分化の 面か

ら重要 な側面を も っ て い る と考え られ る
。

　　　　　 自 然 植 生

　上 に 述 べ た気候要素は 勿論 その 他 の 自然条件 もふ くめ た トータ ル と して の 生物環 境を示す も

の と して ， イ ン ドの 生 態系 を み ると第 3 図の よ うで あ る 。 サ バ ン ナ が 広 い 面積 を し め ， そ の 周 辺

を 全 く対称 的 な 熱帯 ・亜熱帯林お よび砂漠が か こ み ， さ らに 東北辺 に 照葉 樹林帯が 東西 に 走 っ て

お り， そ れ ぞれ が テ ィ ピ ィ カ ル な 型 で 併存 し て お り， イ ン ド亜 大 陸 の 自然植生 は 極め て 変化 に 富

ん で い る 。

　　　　　 農 耕 形 態
　　　　　　　　　　 9）10）15）
　世 界の 基本的な 農耕 文化 と し て，根栽 農耕文化 ， サ バ ン ナ 農耕 文化 地 中海農耕文 化お よ び 新

大陸農耕文化が あげ られ て い る が，そ の 他 に 東 ア ジ ア で は 熱帯降雨林 に っ つ く大 きな 生態 的環境

として照葉樹 林帯が あ り， そ の 地帯 に 形成 され た照 葉樹林文化 の 提唱 が あ る （第 3 図 参照 ）。

　イ ン ド亜大 陸に お い て は ， 西 北部の 乾燥地帯に 地中海農耕 と し て の ビー トや エ ン ド ウ を伴 う ム

　　　　　　　　　　　 13）14）
ギ 栽培地 帯が あ り ， デ カ ン 高原 を 中 心 と す る広範 な地 域に ，サ サ ゲ ， ヒ ヨ ウ タ ン ， ゴ マ を伴 い シ
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贐 醸 蝶 鮴 騾 鯆 麒 帯林 ．滞 砂 漠

東南 ア ジ ア の熱帯 ・亜熱帯林の 北側に は ， シ イ ・カ シ ・クス な どを主体
とす る照葉樹林が帯状に 分布し ， 西 日本に まで達し て い る 。 こ の 照葉樹
林帯の 西端は イ ン ド亜大陸の 北辺 に は じ まっ て い る 。

　　　　　第 3 図 　東 ・南 ア ジ ア の 生態 系

コ ク ビ エ （Ragi ） ， モ

ロ コ シ （Jowar ） ， ト

ウ ジ ン ビ エ （Bajra ）な

どの 雑穀 を中心 とする サ

バ ン ナ 農耕が 展開 し て い

る 。 熱帯降雨 林帯で 発生

し た 根栽農耕 は ， い ま で

は イ ナ 作に お S わ れ て い

る が ， タ ロ イ モ ， ヤ ム イ

モ は パ ナ ・
， サ ト ウ キ ビ

な どと s もに 熱帯 ・亜熱

帯 で は 勿論 ， そ の 周辺 地

域 で な お 広 く栽培 され て

い る の で あ る 。 また 根栽

農耕 か ら ヤ マ イ モ
， サ ト

イ モ を選択し ， サ バ ン ナ

農耕か ら雑 穀 を うけ と り

， さ らに イ ネ をと りい れ

　 9）10）17）
た照葉樹林 文化 は ， ヒ マ

ラ ヤ 南斜面 の 中腹 か ら ア

ッ サ ム 地万 に 端 を発 し ，

イ ン ド シ ナ 半島の 北部 ，

中国の 雲南 ・貴州 省な どを経て ， さ らに 韓国 ， 日 本本洲 南半部へ と延びて い る 。

　 こ の よ うな イ ン ド亜 大陸の 農業は ， 各種の 農耕文化 の 基本的 な 特徴 を 明 らか に し た り， それ ら

の 相互 関係 や ， 移 りか わ りの 状態 を追跡す る うえで ， 極 め て 重要な 側面 を もっ て い る と い っ て よ

い o

　　　　　主 要 農 作 物
　 　 　　 　 　 　 　 6）

　第 4 図 お よび第 2 表 か らイ ン ドに お け る 主 要農 作物の 分布 と作付 面積 の あ らま し を知 る こ と が

で き る 。
ジ ョ ワ

ー ル （ Jowar ） と は モ ロ コ シ ，
バ ジ ラ （Bajra ）　と は ト ウ ジ ン ビ エ

， ラ ギ
ー

（Ragi ） と は シ コ ク ビ エ の こ と で あ る 。
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匡ヨ嫉

匚コ・v ラ

E萇］ラギ

睡 ヨ豆

囮 とうもろ・し

圜翻 大葉

巨コ不詳

第 4 図　　作付 面積第 1位 の 作物分布

表 2　 主要農産物作付面積 （単位 1，000 ヘ クタ
ー

ル ）

作　物　別 1950 − 511955 − 561960 − 611966 − 671968 − 69

食糧 穀物

米 30，810 31
，
521 34

，
128 35

，
251 36

，
966

ジ　ョ　 ワ　
ー

ル 15， 571 17， 362 18，
412 18

，
054 18

，
731

バ 　 　 　ジ　 　 　ラ 9，023 11，338 11，469 12，239 12，052

と う もろ こ し 3，159 3，696 4，407 5，074 5，716

ラ　　　　　 ギ 2，203 2，307 2，515 2，316 2，238

小　　 　 　 麦 9、746 12，367 12，977 12，838 15，958
大　　　　 麦 3，113 3，418 3，205 2， 825 2， 758
豆　　　　 類 19，091 23，216 23，563 22， 121 21， 264
食糧 穀 物合計 97，321 110，560 115，581 115，302 120， 430

油脂 作 物

落　　花　　生 4，494 5，133 6，463 7，299 7，091

胡　　　　麻 2，204 2
，
293 2

，
169 2，794 2，410

菜種 ・か らし菜 2
，
071 2

，
556 2，883 3，006 2，992

亜　 麻　 仁 1，403 1，529 1，789 1
，
495 1

，
707

繊 維作 物

綿　　　　 花 5，882 8，086 7，610 7，836 7，685
ジ　 ュ 　 ー　 ト 571 704 629 797 529

そ の他作物

さ と う き び 1，707 1，847 2， 415 2
， 301 2，461
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　　　　 シ コ クビ エ （Ragi ）に つ い て

（1＞ Ragi の 特性 ： Ragi の 育種家 C ・H ・Lakshm 　ana 　iah 教授 の 話に よ る と ，　 Ragi は  

　 蛋 白質含量 が 高 い ，   Ca 含量 も高 く乳児 食 と し て 最適 ，  糖分 を含 まず糖尿 病の お それ が

　 な い ，   イ ン ド と くに マ イ ソ
ー

ル 洲 で は主要 な 農作 物で乾燥 に つ よ く耐病性 もあ る ，   調 理

　 法 が簡単 で い ろ い ろ な 食べ 万が で きる ，   茎葉は飼料と し て よ い ， と くIC新鮮 な飼料 の で き

　 な い 地 帯で は 重要 で あ る ，   茎 葉 も蛋白 質 を含 み飼 料価値が 高 い ，   地 力の 乏 し い Red

　 Soilで もよ くで き る ， な どの 特徴が あ り ， 歴史的に イ ン ドの 多 くの 民 衆 の 生 命を さ s え て き

　 た 作 物で あ る （と くに 救荒 作物 と し て ）。

  　Ragi の 育種 ： 同教授の 手で 活 発に Ragi の 育種 がす s め られ て い るが，そ の
一

つ を紹介

　す る と ， Ragi を大 きくわ け て イ ン デ ィ カ と ア フ リ カ ア ナ が あ り， 前者は 粒 は大 き い が粒数

　が 少な く， 後者は粒数は 多 い が粒 が極端に 小 さ い
。 それ で 両者の 交雑 か ら大粒 で 粒着 の 密な

　品種 を育成 し て い る。 交配 の 万法は 極 めて簡単で ， 1穂粒数が 2，000 粒 に もお よ ぶ の で 除雄

　 し て 交配 す る な ど の 操作は 不可能に 近 い の で ， た S
“
両親の枝 梗を互 に か らみ あ わ せ て 結 び っ

　け 、 袋か けす る だ け で あ る 。 茎 や頴 の色 な ど明 らか に 異な る特性 を利用 して交雑 したか ど う

　 か の 識別 をす る 。

（3） Ragi の 移 植 ： 乾期 （Rabi ）の Ragi 栽培は 灌漑移植栽培 で あ る こ と を知 っ た 。
マ イ ソ

ー
ル 洲で は 1 °

惚贈
丁度 そ の 時期 で あ・ た

・ サ バ ン 儂 耕民 讎 穀 と し て ・ ネ 嫩 靴

　し た と云 われ て い る が ，イ ネ の 移 植栽培 は こ の Ragi の 移植が そ の ま 〜 適用 され た 可能 性が

　 あ る （夏の 雨期 一Kharif で は 直播 で あ る ）。

（4） 作付体系 ：Ragi は単作で あ る場合 もあ るが ，間混 作 とな っ て い る こ と も多 い
。

一
例 をあ

　げ る と ， モ ロ コ シ が ラ ギ
ー
畑の な か lc約 2m 間隔で 間作 され ， し か もモ ロ コ シ は 荳 と混播 さ

　れ て お り， 荳の 蔓は モ ロ コ シ の 生 育と と もに そ の 茎 に ま きつ く仕組 とな っ て い る。荳 を農耕

　に と りい れ た の は サ バ ン ナ 農 耕文化の 一
つ の 特徴で ある。

  　脱穀作業 ： マ イ ソ
ール 洲一帯で ， ヒ エ の 穂 を家畜 に ふ ませ た り， 家畜に 引か せ た石 の ロ

ー

　ラ ー
で 荒 く脱 穀 し， その あ と数人 の 男が丹念 に棒で 打 ちあ い ， そ れ ig　一人の 女性 が風選 す る。

　こ の よ うな 光景 に しば し ば 出 くわ した 。

一 58一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

　 　 　 　 イ ネ に つ い て

　　　　　 2）7）18）
  　イ ナ 作 の 問題点 ：各地 の 試験研 究機関 で 聞 い た イ ナ 作 の 問題 点 は 次 の よ うな もの で あ っ た 。

　  5月〜 10 月の Kharif で は 排水不良 の 問題 ， とくに 洪 水 ・冠 水に 対す る deep お よ び

　 semi
− deep 　water 抵 抗性品 種 の 育成 ，   11 月〜 4 月の Rabi で の 乾燥 に 対す る耐乾

　性 品種 の 育成 一
こ の た め に は地 万 の研 究所 も設 け られ て い る，  Rabi で は と くに 11 月〜

　 2 月 に 相 当の 低温 が 来襲す る の で 低温障害の 問題 が あ る ，   下 流 ・河 口 で は海水の 浸入 があ

　るの で 塩対策が必 要 とな る，   病虫害対策 一bacterial　 Ieaf　 bliRht ， sheath 　rot ，

　 tungro　 virus ，　stem 　 bOrer，leaf　ho　ep　er な どが主 な る もの で ある   早生 ・短稈 ， 良質

　 ・多収 ， 広 適応 性 品 種 の 育成 ，   特殊 な k 理 病 ，  傾斜地 イ ナ 作 問題
一

こ の た め icは 地 方

　 に 特別 の 研 究所 が設 け られ て い る ， な どと の こ と で あ る 。

  　イ ネ の 冷害 ： こ の 度最 も驚 ろ い た こ との
一

っ は ， ほ とん ど全て の 試験研究機関 で 冷害の 問

　題 を と りあ げ ， 耐冷性品種 の 育成 や 栽培 試験 を行 な っ て い た こ と で あ る 。
と くに 力 を い れ て

　 い た の は カ ル カ ッ タ郊 外 の チ ン ス ラ
ー

の イ ネ研 究 所 で あ っ た
。 そ こ で の 話 そ の 他 を総 合す る

　と そ の 理由 は ，   高温 な低湿 地帯 は洪 水や 冠 水で 生 産が 低位 か つ 不安 定 な 地帯が 多 い ，   高

　温地 帯で は 茎 葉は 繁茂す る が 子実の 収量は 余 りあ が らず ， むし ろや S 温 度 の 低 い 温 帯的 な地

　域 の 万 が 収量 は 高 い
。 現 に カ ル カ ッ タ 地 帯 よ り ， 北 部 の ア ッ サ ム 洲 や南 部 で も標 高 の や S 高

　 い マ イ ソ
ー

ル 地 万 の 万が 生 産 は 高位 で あ る 。 し か し   例 え ば ア ッ サ ム 農科大学の 子 イ タ パ ー

　実験圃場 で の 観測 で は ， 第 3 表に み られ るよ うに 11 月〜 3 月の 最低気温 は 相当低 い 。 ま た

　 カ ル カ ッ タ近郊 の チ ン ス ラ
ー

に お い て す ら，

　　　　　畑 儲
’

1：ll二器

　　　　　一 hly ・ 一 ｛驚
2

：lll二1：：：1
　 とな っ て い る 。 こ れ らは い つ れ も標高の 低 い 地点で あるが ， 標高が 高 まれ ば 更 に 低 温 が 予想

　 され ， す くな くと も乾期 11 月一一　3 月に か s る イ ナ 作 に は 当然 低 温 の 問題 が あ が っ て くる ，

　 さ らに   上記 の   お よび   と も関連 して イ ナ 作 の 力 点が Kharif か らRabi へ 移 りつ s あ

　 る こ と も問題の 一
っ と考え られ る 。

　　な お，現実の 問題 とし て は Kharif の 晩生 種の 登熟と低温 の 問題 ，
　 Rabi の Boro 品種

　 の 栄養生長期の 冷害 ， Rabi の 9 月頃播種 され るAman 品種 の 幼穂形成期や登熟期の 冷害が

　問題で あ るとの こ とで あ っ た 。
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表 3 チ タ パ ーの 気温 （℃ ）

月 11 12 1 2 3

最 高平均気温 26 24 24 26 28

最低平均 気温 14 10 9 12 14

  　短 稈品種の 育成 ：耐多肥 ・多収 ， 短稈 ・早生 の IR8 の 導入 に 刺 戟され て か ， 短稈 で しか

も頗 な 品歐 対す ・関心 が糟 ・た か ま 。 て 。 ・ ． 鞭 桿 覇 の 雛 や収量 。第 、 ， 巖
　の よ うで あ る

。

表 4 新短 稈 品種の 特性

品 種 名 特 性

IET　l991

IET 　1039

Ratna

IR 　20

Vijaya

Jaya

Cauvery

品質極上 ， 多収 le　ton∠ha （Jaya 程 度 ） 生育期 間 130 日 ， IR8 の 栽

培 適地 な らど こ で も栽培 可能 。

品質極上 ， 生育期間 137 日 ， 収量 9 〜 9．5toni ！ha ，
　 I　R8 の 適地 な ら

ど こ で も栽培 可能 。

品質極上 ， 収量 8ton ／ha ， 生 育期 間 120 日 ，IET1991 で も長 い と

思 わ れ る 地 域 。

品質中等 ， 生育期 間 135 日 ， 収量　7．0 〜 8．5ton ／ha ，　 l　eaf 　hoppe −

rs ・ rlce 　 tmgro 　virus ・ bacterial 　 leaf　 blight に 強 L ・
， 東 Utt −

ar 　Pradesh ， 北 Bihar ， 西 Be   al 地方 に 好適 。

良質 ・ 収量 10t （m ／ha　Jaya に 匹敵 ， 生 育期間 145 日 ， 病虫害抵抗 性

大 。

品質不良 ， 極め て 安定多収で 10 〜 11t （m ／］ha ，生 育期間 130 日 ， IR

8 よ り 1 週間早 く 5〜 10 ％ 多収 ， b且ast に 強 くど こ で で も栽培 可能 。

品質や S 良 ， 晩 生 多 収 品種 の 栽培不可能な地 域 の み に 栽培 ， 生育期間

105 日 ， 収量 7〜 8t   ／ha ， 水 の 供給が 不 安定な と こ ろ に 適す る 。
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表 5　　短 稈 品種 の 収量 （Kg ／ ha ）

年　期 品 種 収 量 ＃

　 　　 　 Rabi
’ 66 ｛
　 　　 　 Kharif

　 　　 　 Rabi
’ 67 ｛
　 　　 　 Kharif

　 　 　 　 Rabi’68 ｛
　　　　Kharif

　 　　 　 Rabi
’ 69 ｛
　　　　Kharif

　 　　 　Rabi
’ 70 ｛
　 　 　 　 Kharif

　　　　Rabi
’ 71 ｛
　 　　 　Kharif

IR8
〃

IR8
〃

IR8
〃

Jaya
〃

JayaIR201ET1991

　 〃

77537302866610504110818784107879350148008600111907600

茸　　
’
67 年以外は Kharif

　よ りも Rabi の 方が
一

般 に

多収 で あ る の は 注 目 に あ た

　い す る 。

　　　　 3）4）
  緑の 革命 に つ い て ： IR 系統 の 品種 の そ の 後の 事情に つ い て 聴取 した と こ ろ ，   イ ン ドは

　耕地 の 条件が 複雑 で 1
， 2 の 品種で 単純に 問題 を解決 す る こ とは で きな い

。   周知 の 通 り短 稈

　の 多肥 多 収 性 の 品種で あ る が ，肥 料 事情 は よ くな い 。  短 稈 の た め 冠 水 ・浸 水 に 弱 い
一 漑

排水施 設の 整備が 要求 され るが ， そ の 条件は ほ と ん ど 満 され て い な い 。   耐 冷 性 ， 耐病 性 が

　弱 い
。   sticky （ネ パ リ）で 食味が民衆の 嗜好 に あわ ぬ

。   現在の 農村社会の 構造で は ，

貧富の 較差 を ひろ げる結 果 とな り社会 不安の もと とな っ て い る 。   地 主階級は米価 を さげて

　ま で 増 産 を計 る モ メ ン ト は な い ， な ど の 理 由 で ほ とん ど成功 して い な い 。

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 12）

　　最 近 み な お され て い るよ うに ，　「緑 の 革命」 の 推進 者は 誰で あ っ た の か ， 採用 され た開発

　技術の 内容 は何で あ っ た の か を考 え て み る 必要 が あ ろ う 。 こ の 「革命」は 下 か らの 自然発 生

　的な もの で な く， 上 か らの 開 発努力に よ っ て造 りだ され た もの で あ っ た 。 実際に は
一部の 官

僚 ・農 学 者 ・農業拉術者 の 集 団 （そ れ もお もに ア メ リ カ を 主 とす る他 の 先進 国の ）が立 案 ，

実施 に 関与 した 。 しか ももち こ まれ た技術 は，灌 排水施 設そ の 他 生 産 基 盤 の 整備 ・肥料 ・農

薬 ・農機具 な ど近代的諸資材の投入 ・生産技術 の 指導体 制 ・農業改良の ため の 諸制度の確 立

な ど多 くの 条件 が セ ッ トされ た もの で あ り ， high　cost ， high　yield の 品種奨励で あ る 。

こ れ らが イ ン ドの 農村 の 実情 と い か に 遊離 した もの で あ るか は 論 を また な い
。

　 主 と して 温帯圏 で 発達 した近代的農学お よび農業技術が ， な が く停滞 を続け て きた熱帯 ・

亜熱帯地 域 の 原住民 に 伝 え られ た と い う意 味 で は 「革命」 の 名IC ふ さわ し い 事象 で あ っ た と

　もい え るが ， 現地 を み て そ の 発想 の余 りな単純 さに 驚 うか され た の で あ る
。

こ れ らに つ い て は
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　文献 5 ， 16 に もふ れ られて い る 。

  　豊富 な品種 ： ア ッ サ ム 洲の カ ジ ラ ン ガ の 田舎で ， 各地か ら集 ま っ た 種族達 が それ ぞれ 各地

　産 の 食 料を もちよ っ て 街頭で バ ザ
ー

ル を開 い て い る現場に で くわ し た が ， 路上 に な らべ られ

　た コ メ の 品種の 多様 な の に 驚 ろ い た
． 長粒 ・中粒 ・短粒 な ど粒形 は勿論 ， 糯 ・粳 ， 白色か ら

　赤 色 ま で 各種 の 粒色 の もの が み られ た
。

　 　こ の こ と は ， ア ッ サ ム 地万，

’
さらに 拡大 し て 云 えば ヒ マ ラ ヤ南斜面や ， ア ッ サ ム か ら東 ，

　 イ ン ド シ ナ 半島の 中北 部 ， 中国の 雲南 ， 貴洲に か け て が ， イ ネ の 生 態分 化の 面で 問 題 とな る

　地 帯で あ る こ と を示 し て い る か も知れ な い
。

　 　　　　　 11）
　 　な お ， 中 尾 に

1
よ る と イ ン ドで は み られ な い と い わ れ る糯米 の 竹飯 を ア ッ サ ム の ジ ヨ ル ハ

ッ

　 トで e 馳走 に な っ た こ とを追 け加 えて お く。 製法 な どは氏の 記述 と 全 く同 じ で あ る 。 お祭 や

　冬の 食物で夏 に 食べ ると不 消化 で胃腸 に よ くな い と云 っ て い た
。
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